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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

（
診
療
報
酬
請
求
書
の
審
査
等
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
算
出
す
る
に
当
た
り
考
慮
す
べ
き
事

項
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

当
分
の
間
、
第
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
数
及
び
当
該
診
療
報
酬
請
求
書
の
審
査
（
そ
の

審
査
に
つ
い
て
不
服
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
の
再
審
査
を
含
む
。）の
内
容
」
と
あ
る
の
は
、「
数
」
と
す
る
。

（
新
設
）

別
記
様
式
（
第
十
四
条
関
係
）

別
記
様
式
（
第
十
三
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
八
条

審
査
委
員
は
、
理
事
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

第
八
条

審
査
委
員
は
、
幹
事
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

２

理
事
長
は
、
審
査
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、
補
欠
審
査
委
員
を
委
嘱
す
る
。

２

幹
事
長
は
、
審
査
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、
補
欠
審
査
委
員
を
委
嘱
す
る
。

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

理
事
長
は
、
審
査
委
員
が
職
務
を
怠
り
又
は
職
務
の
遂
行
に
堪
え
な
い
と
き
は
、
任
期
内
で
も
こ
れ
を
解
嘱

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

幹
事
長
は
、
審
査
委
員
が
職
務
を
怠
り
又
は
職
務
の
遂
行
に
堪
え
な
い
と
き
は
、
任
期
内
で
も
こ
れ
を
解
嘱

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条

削
除

第
十
二
条

審
査
委
員
会
の
事
務
は
、
基
金
の
従
た
る
事
務
所
の
職
員
が
こ
れ
を
処
理
す
る
。

第
十
三
条

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
別
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
条
第
一
項
中
「
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の

定
め
る
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
置
く
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は「
置
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
、
第
三
条
中
「
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定

め
る
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
、
第
四
条
中
「
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
あ
る
の
は
、「
診
療
報
酬
請
求
書
の
う
ち
法

第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
も
の
」
と
、
第
五
条
中
「
法
第
十
八
条
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
」と
、「
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚
生
支
局
長
」

と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
、
第
六
条
中
「
法
第
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
」
と
、「
当
該
診
療
担
当
者
及
び
そ
の
審
査
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
診
療

担
当
者
及
び
そ
の
者
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
別
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
条
第
一
項
中
「
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の

定
め
る
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
置
く
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は「
置
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
、
第
三
条
中
「
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定

め
る
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
、
第
四
条
中
「
診
療
報
酬
請
求
書
」
と
あ
る
の
は
、「
診
療
報
酬
請
求
書
の
う
ち
法

第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
も
の
」
と
、
第
五
条
中
「
法
第
十
八
条
」
と
あ
る
の

は
「
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
」と
、「
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚
生
支
局
長
」

と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
、
第
六
条
中
「
法
第
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
」
と
、「
当
該
診
療
担
当
者
及
び
そ
の
審
査
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
診
療

担
当
者
及
び
そ
の
者
」
と
、
第
八
条
及
び
第
九
条
中
「
幹
事
長
」
と
あ
る
の
は
「
理
事
長
」
と
、
前
条
中
「
従

た
る
事
務
所
」
と
あ
る
の
は
「
主
た
る
事
務
所
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
二
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
六
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久


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